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　７月９日に美郷町公民館で第12回美郷町社会福祉大会が「つながりを力
に～安心・安全な地域(まち)美郷をめざして」をテーマに行われ、地域住民
や福祉関係者など約470名が参加しました。
　福祉活動に貢献された方々に、鈴木会長より表彰状や感謝状が手渡される
と、受賞者を代表して、髙橋冬樹さんより「町民をはじめ、関係機関、福祉
団体等が一体となり、明るく希望のみなぎる福祉でまちづくりを推し進める
事を祈念します」と謝辞が延べられました。
　その後は　小玉進さんによる講演や、鏡元もとじさ
んによるアトラクションが催され、公民館のホールが
満席となるほどの参加者で大いに盛り上がりました。

第12回美郷町社会福祉大会
つながりを力に

　６月27日に秋田県立大学の講義「秋田の歩き方入門」の一
環として地域研修が美郷町にて行われました。
　当日は、初めにワクアスにて松田町長による美郷町につい
ての講演が行われると、町内を移動しながら真乗寺の髙柳信
さんによる講話、六郷史談会の岩屋朝德さんによる六郷の歴史についての
お話を聞き、その後チームに分かれて、六郷商店街周辺を散策しました。
　最後には湧太郎内で美郷町について考えるワークショップが行われ、学
生ならではの斬新な意見が飛び出すなど、真剣に美郷町の事を考えている
様子に、参加した町内の人たちからも感謝の言葉が延べられました。　

秋田県立大学地域研修
美郷を探索

　６月28日に今年で19回目となる自衛隊音楽コンサートが美郷町公
民館にて開催されました。
　今年もチケットは事前に全て発券され、公民館のホールが満席とな
るなど、このイベントへの期待の高さが感じられました。
　コンサートでは最新ドラマの曲から伝統的な音楽まで幅広く演奏さ
れ、集まった412名の聴衆も素晴らしい
音楽に酔いしれました。

航空自衛隊北部航空音楽隊コンサート
今年も盛り上がりました

　７月５日、美郷中学校の２年生を対象に選挙啓発出前講座が開催され、美郷町明る
い選挙推進協議会と町選挙管理委員会が選挙の重要性について説明しました。
　講座では、選挙制度を学んだ後に、美郷町明るい選挙推進協議会の皆さんを立会人
とし、投票から開票まで生徒だけで行う「模擬投票」が実施されました。模擬投票の
テーマは「選挙権年齢を15歳に引き下げることに賛成か反対か」。賛成が43票、反
対が110票となり、選挙権年齢が18歳に引き下げられることを受けて、選挙につい
て真剣に向き合っていることが感じられました。

選挙啓発出前講座
1票の大切さを考える
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風

　７月４日と、７月11日に宿泊交流館ワクアスにて美郷カレッジが
開催されました。
　７月４日は大原美術館理事長である大原謙一郎さんを講師に招き
「倉敷を語り、日本と美郷を考える」をテーマに文化と芸術の持つ
力の話や、大原美術館や倉敷でのさまざまな活動について講義して
いただきました。
　７月11日は絵本作家の永田萠さんを講師をとして「ものがたりで
読む日本のこころ」をテーマに、民話として語り継がれてきた物語
から、古代からの日本人のこころの在り方について考えました。
　両日ともに、基本講座の後に特別講座「夜なべトーク」が開催さ
れ、参加者たちは講師と直接触れ合いながら、知識と交流を深めて
いました。

美郷カレッジを開催
秋田の元気を美郷から
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千畑なかよし園で
「若い世代との意見交換会」に
参加する松田町長

千畑なかよし園で
「若い世代との意見交換会」に
参加する松田町長

▲永田萠さん
◀大原謙一郎さん
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